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1．研究背景と目的
　近年の調査から，中堅社員が「経験から学ぶ力」が重要
視されている（産業能率大学総合研究所 2009）.経験学習
における内省が個人に果たす役割は，経験が持つ意味を多
面的に検討する過程を通じて自己理解を深めることにある．
　企業内人材育成では，看護教育・教員教育の経験学習に
おける内省支援方法の実証研究の実績と比較して，中堅層
向けの内省支援の学習方法に関する研究は少ない．
　本研究は，企業に勤務する中堅社員を対象として，日常
業務を通じた経験学習と内省の実態を把握し探索的にモデ
ルを生成することを目的とする．あわせて，本人の仕事観
や信念がどのような経験から形成されるのかを把握し，内
省に与える影響を検討する（「人を対象とする研究に関する
倫理委員会」承認番号【2014-069】）．
2．調査対象と方法
　IT企業X社において，中堅社員の等級に該当する経験年
数８～14年の５名を対象に，半構造化面接法による調査を
2015年１月～３月に実施した． 
3．研究１（経験学習における内省の構成要素とプロセスの把握）
　経験学習と内省の実態を帰納的に構造化するために， 
M-GTA（木下 2007）を採用した．54概念を生成し，６カ
テゴリーに分類の上，経験学習と内省のプロセスとして図
１にモデル化した．
図１　経験学習と内省のプロセス
　経験学習は【気になった出来事】を契機に【振り返りの
プロセス】によって出来事を吟味した後に，【出来事の再定
義】につながり，【次の機会への教訓】を導出していた．【振
り返りのプロセス】には，【振り返りを促すものごと】と，
【振り返りを阻害するものごと】が影響を与えていた．また，
【振り返りを促すものごと】と，【振り返りを阻害するもの
ごと】は，『上司の指導を通じた視点の提示』から影響を受
けていた．
　【振り返りのプロセス】において『わかっちゃいるけどで
きない葛藤』を感じた研究協力者は，【出来事の再定義】で
問題の本質に気づきながらも【次の機会への教訓】におい
て『自分の意識・姿勢の改善』を導出していなかった．
また，『自分の意識・姿勢の改善』の導出には，【振り返り
を促すものごと】の，『信頼する上司の存在』と『自分を知
る場・機会』が必要であることが分かった．
4．研究２（仕事観・信念の把握）
　研究協力者の仕事観と信念を把握するために，TEA（安
田ら 2015）を分析方法として採用した．研究協力者の入社
から現在に至るまでの経験から仕事観・信念が形成された
プロセスをTEM図として作成した．TEM図の等至点は，＜
“自分にとって仕事とは何か”，“仕事で大事にしたいこと”
がはっきりする＞，必須通過点は，＜トラブルや不本意な
仕事＞，＜異動・配置換えによる新しい仕事＞，＜一人で
完結させる責任の重い仕事を任される＞であった．また，研
究協力者はTEM図の分岐点で次の行動を選択する時の葛
藤から，仕事観や信念を自覚することが分かった． 
5．総合考察 
　研究協力者の仕事観や信念は，判断の基準として内省に
影響を与えることが示唆された．特に，自分の信念と合理
的な問題解決の結果が一致しない場合は，内省プロセスで
『わかっちゃいるけどできない葛藤』が生じると考えられ
る．松尾（2006）は，仕事の信念は経験を方向づけるもの
として経験学習に必要な能力であると主張している．した
がって，中堅社員が自己の信念を自覚し，内省のありよう
をモニタリングすることは内省の促進と経験学習の深化に
役立つと考えられる．
　中堅社員の内省支援に際しては，次の２点が重要である．
第一は，上司からの日常業務指導を，多様な視点の提供と
して本人の内省に活かすことである．第二は，中堅社員が
経験学習を通じて自分の仕事観や信念を言語化する機会の
提供である．本研究の知見から，中堅社員を対象とした内
省支援の研修プログラムの開発を検討したい．
